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敢州諸国の廃棄物処理等の事情について

Report onWaste Treatments＆c・in Europe

小林

1　はじめに

ヨーロッパ各地の都市ごみ・下水等の処理状況、処

理施設、再資源化・エネルギー回収の状況、汚泥処理

処分について、また水質保全・クリーソエネルギー等

についても見聞する橙会をもつことができた。約2週

間でヨーロッパ5か国を訪問するという駆け足の施行

であったが、各分野で多くの知見を得ることができた

ので報告する。

2　訪問都市

ハソブルク（西ドイツ）、ミラノ　tフィ　レンツェ・

ラルデレロ・ローマ（イタリア〕、ジュネ【ブ（スイ

ス）、パリ（フランス〕、ロンドン（イギリス〕。

3　主な調査項目

3・1　都市ごみの処理処分

1963年（昭和38年〕以降、日本の都市ごみ処理処分

は、焼却することにより、ごみの減量化・腐敗有壊物

の安定化・無害化を計り残灰を埋立てる方法をとるこ

とが原則となっている。1982年現在、焼却率は全国で

65．3％、埼玉県では764％となっている。他方、資源化

率は全国で01％、埼玉県でも4．3％と少なく、また、電

力・蒸気などのエネルギー回収も一部で焼却排熱を発

電・地域冷暖房■給湯等に利用しているにすぎない。

ごみを焼却して得られる潜在的な発電能力ほ463MⅦ■

もあるといわれ、エネルギーの有効利用という立場か

ら、発電・蒸気の利用を進める必要を感じる。

そこで、エネルギー回収・再資源化等を蹟極的に行

い、広く応用しているヨーロッパについて、その状況・

運営形態・ごみ巌成と排出量・大気汚染の問題・残灰

進

の処理や有効利用などに特に留意して調べた。

3・2　下水処理処分

我が国でほ古くから下水の嫌気性消化法が、汚泥の

減量・安定化を目的として採用されてきた。しかし、

処理場用地の制約、最終処分場用地の確保の困難さ、

焼却技術の向上などにより下水汚泥の消化は年々減少

し、焼却処理される比重が高くなっている。今後も、

汚泥処分用地確保の困難さから焼却の位置付けが更に

高まると考えられる。

しかしながら、焼却処理はエネルギー多消費型のプ

ロセスのため、省資源・省エネルギーの立場からも再

び嫌気性消化が従来にも増して注目され始めており、

消化プロセスの効率化・メタンガス利用システムの研

究などの必要性がいわれている。

そのため、汚泥消化のヨ岬ロッパでの状況、施設に

おける前処理方法、発生ガス書電力の利用方法、残彊

の質・量t処分方法などを主とLて調査Lた。

3・3　その他

束道等の水資源保護・開発、水質管理、水質汚染の

問題やクリーーニ／エネルギーとLての地熱発電と環境問

題などについても調べた。

4　ハンブルグ（西ドイツ）

ハンブルグほ正式名称を「自由ハソザ都市ハンブル

ク」といい、西ドイツの北部、エルべ河畔にあり、市

自体が連邦の1州を構成Lている。ハソザ同盟に加入

以来のヨーロッパ屈指の貿易港とLて知られ、造船を

ほじめ各種の工業が盛んである。

港はハンブルグのおよそ1／7を占め、貨物の蹟換量

5千万トンと海船・河船のための70のシーバースをも

つドイツ最大のものである。市内ほ蘇が多く落ち着い
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た雰囲気があり、清掃が行きとどき、整然とした感じ

の街並である。訪問した時はちょうど紅葉も終りに近

づいた頃で、落葉が－ばい路上に落ちておりこの落莫

の清掃が大変な作業となるそうである。

4tlケールプラントへワト下水処理場

1982年現在、ハンブルグの人口は1623万人あり、そ

の内93％の152万人分ほケールプラントへフトとシュ

テリソガーモアの下水処理場で処理され、残り10万人

分ほ浄化槽等で処理され単独に放流されている0

北処理場

1961年に供用開始されたこの処理場ほ、ハンブルグ

港の真申に位置し、捲から上（北側〕の処理区からの

流入が限度一ばいになったため、1973年に第1回目の

増設が、1983年にほ最終計画の増設がなされている。

このように、処理場ほ南と北の系列に別れており、北

系列で67．6万人（417％）、南系列で57・2万人（35・3％）

の処理人口がありハンブルグの総人口の77％を処理し

ている。

ケールプラントへフト処理場の平面配置図を図1に

あげた。

南処理場

．・・・・′∴・・・▲∴　－　－・・・・・

1流　入　口　　　　1返送汚泥ポンプ

2　沈　砂　池　　　　2　汚泥脱水器

3　ばっ気沈砂池　　　　　3　消　化　槽

4　最終沈殿池　　　　　4　発　電　所

5　　カスタンク

6　汚泥虞縮槽

1　流　入　ロ

2　沈　砂　池

3　最初沈殿池

4　エ7レーション　タンク

5　最終沈殿池

囲1ケールプラントへフト下水処理場の平面配置図

4・1・1　水処理

この処理場では1日に約45万逼の下水を処理L、そ

の内25～30％は工場排水である0

水処理フローシートを図2に、処理水量と水質を蓑

1に示した。1979年に施工された、新設処理場に対す

る排水規制値ほBODで20mg／I、CODで100mg／似下で

ぁる。北処理場ほ対象外となるが、この新しい規制値

をクリアするためと、エルベ川の酸素消費量を少くす

るために高度処理を行う計画がある。これほ、アンモ

ニ7性窒素を硝酸性窒素にして放流しようとするもの

で、流入水中にあるアンモニア性窒素35mg／緒1～2

礪／忙して放流することを目指している0　これによ

り、BODも5～10囁／招こなるものと予想している0

西ドイツの水質汚染に対する規制は1957年に成立L

た水管理法があるが、各州であまりに不統一であった

ため、1979年に排水基準が定められた（蓑2〕0

J卜1・2　汚泥処理

1983年の1日当たり汚泥発生量は、スクリーンし蔭

4565d、沈砂4500‡讃、生汚泥2213Ⅱ壬（シュテリソガー

モア処理場分を含む）、生石灰添加後の消化汚泥257戒

（13万ポ／1983年）であった。

汚泥処理フローを囲3に示す。

汚泥の処分ほ現在トラックで埋立地に輸送して行っ

ているが、供用開始した1961年から20年間は海洋投棄
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図2　ケールプラントへフト下水処理場の水処理フローシート

蓑1　ケールプラントへフト下水処理場の処理水量と水質

（1983年）

北　 処　 葺堅　 場 南　 処　 卓堅　 場

処 理 水 量 2 4 ．3 万 m ソ 日 1 3 ▲4 万 m ソ 日

水　　 質 流 入 水 放 流 水 虎 入 水 放 流 水

B O D 3 3 2 7 6 2 5 2 2 5

C O D 1 0 1 7 2 0 7 7 3 0 9 8

C d く 3 く 1 5 く 2 く 2

P b 1 1 8 2 4 7 0 2 0

C u 5 3 3 8 9 4 4 5 1 0 0

Z ‡1 8 9 7 1 8 4 5 7 0 2 5 0

C r 1 5 9 3 2 5 3 2 5

N t 5 7 2 4 9 2 4 5

H g N D N D N I〕 N D

単位；BOD，CODは血g／g
他は〃g／J

ND；不検出

してきた。後の2年間は大西洋の外海（北海）に投棄

しなければならなくなり、コスト高となったために取

り止めたものである。

しかしながら、現在の陸上埋立も輸送コストが高く

なっており、将来的にほ焼却の方向に進まぎるを得な

いと考えているようであった。また、汚泥を農地還元

することも計画している。5～6年前ほカドミウムの

表2　西ドイツの排水基準
（1）1978年12月31日までに建設か開始された施設

エ

ル

川

S S （血g／J） B O 工）（。－g／J）C O D （m g／J）

1 検 体 当 た り瞬 間値 0 ．3

2 時 間平 均 値 20 0 4 5

1 日平 均 値 1 50 30

（2）1979年1月1日以後に建設か開始された施設

S S （mg／J） B O D （耶パ）C O D （mg／g）

第

種

1 検 体 当 た り瞬 間値 0 ．3

2 時 間平 均 値 180 4 5

1 日平 均 値 120 3 0

第

轟

1 検 体 当 た り瞬 間 値 0 ．3

2 時 間平 均 値 160 3 5

1 日平均 値 1ユ0 25

第

轟

1 検 体 当 た り瞬 間 値 0 ．3

2 時 間 平均 値 140 3 0

1 日平均 値 100 2 0

第1種；原水のBOD60kg／日未満
第2種；60～600kg／日
第3種；600kg／日以上

含有量が27曙／gもあったが、現在は消化汚泥中の金属

濃度ほ規制値をクリヤーしている（蓑3〕。

4・卜3　汚泥嫌気性消化によるエネルギー回収

生汚泥・余剰汚泥は濃縮槽で濃縮され、8000Ⅱ宣の消
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蓑 4　 E C の 飲 料 泉 水 質 基 準 （1 9 8 0年 7月 1 5 日）

項　　　 目 最 適 基 準
最 大 許 容

基　 準

項　　　 目 最適 基 準

最 大許 容

基　 準
項　　　 目 最 適 基 準

最 大 許 容

基　 準

色度 m g／且　p t ／Oc o ロ

ロ

0

2 0

10

2

K M n O 4消 費 量

（m g／ J ）

2

0 ．1

10 0 0

ロ

5 0

5

10

ニ ソケ ル （u g／～）

館　 J／

10 0

5 0

5 0

濁 度 m g／且 S ．E ．C　 JJ ア ンチ モ ン ／／ 10

S iO 2 溶 存炭 化 水 素 セ レン　　　 ／／ 10

にお い
（u gハ ）

0 ．5

農 薬　　　 ／J 0 ．5

1 2℃ の 溶解 物 フ ェ ノー ル ／／ 芳 香 族 炭化 水 素 0 ．2

2 5℃ ／／

味

0

0

3 ほ う素 ／／

L S S ／／ 2 0 0

2 0 0

　　 ロ

仝大 腸 菌／10 0 m ∠ 0

1 2℃ の 溶 解 物 2 有機 塩 素 化 合物 ふんへん性大隠菌／J 0

25 ℃ ／／

温 度 （℃ ）

0

1 2

3

2 5

25 0

5 0

　　 ロ

F e　 〃
ふんへん性連鎖球酎 J 0

10 0

p H

E C （；（莞）

C l‾（m g／∠）

S O …‾ ／／

C a ／／

6 ．5 ～ 8 5

4 0 0

25

2 5

1 0 0

M n ／／

C u ／／

Z n ／／

P J／

F ／／

2 0

10 0

10 0

40 0

5 0

5 0 00

1 5 0 0

水道水中の仝細菌／m～　2 2℃

M g　 ／／ 3 0 8 0～ 12 0 3 7℃ 10

2 0

N a　 ／J　　　　　　 2 0 17 5 25 0～ 30 0 7 0 0 ぴん 詰 め の

E　　 ／／　　　　　 10 12 B a　　　　　 ／／ 10 0 全 細 菌／m g

A l　 ／／　　　　　　 0 ．0 5 0 ．2 A g　　　　 ／J 10 2 2℃

蒸 発 残 留物

（m g／∠， 18 0℃ ）

N O ；（m g／ヱ） 2 5

N O 盲 ／／

N H ‡ J／ 0 ．0 5

N JJ

15 0 0

5 0

0 ．1

0 ．5

ロ

A s ／／

C d ／／

シア ン J／

C r ／／

水銀 ／／

50

5

5 0

5 0

ロ

3 7℃ 5 20

蓑5　西ドイツの水質基準〔TVO〕

5000万戒の地下水と10窟戒のエルベ川の水を主とLて

冷却水とLて使用Lている。この場合ほ5ペニヒ／d

と安く、工場に水道局の水を買わせにくい原因となっ

ている。工場で使用する地下水で良質のものほ、30年

毎の地下水使用更新許可の際に上水にまわすようにL

ているとのことであった。

4・2・2　二水道水巽

東道の水質基準にほECの飲料水水質基準（蓑4）や

西ドイツ連邦独自の飲料水基準（TVO；蓑5）があ

る。

ハンブルグの水道泉質ほCOD（5mg／g以下）、鉄

（1～20Ⅰ唱／g）、マンガン（0，ト2皿g／g）、硬度

（5～150ドイツ単位）、塩類（150mg／Z）などである。

有機塩素化合物による地下水汚染の問題があり、最

近も水源から5血程はなれた産業廃棄物（除草剤製造
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［一軍卜→（睨勅→（押立j

恒→仙丁り→冊立）

［垂計→（重力濃縮

匝→廿h紬）

l　　　　／■■　＿．＿＿　1・＼　．／　‾　1

コ■⊂＝二
l：J】′　J l　、t

l llし　　　1　　一

→（沈降濃紬）
」

＝立心脱水）
J

（牛fl灰‘机Il）
J

（押　　立）

（注）

消化相投入国彫分濃度　　　　5〃ゎ

消化日放　　　　1次　　　20日

2次　　　　5日

消化槽零是　　　　　　　　　800（）Ill＼10基

消化僧形式　　　　　　　　　卵形

消化混捜　　　　　　　　　　3－t5℃

後濃千丁い「き式　　　　　　　　　沈降

後濃紬囲彫分濃度　　　　　25～、う㌔

遠心脱水後固形ウf濃度　　　25％

生イI依添加後漬川手分濃度　　j5㌔

図3　ケールプラントへフト下水処理場の汚泥処理

蓑3　ケールプラントへフト下水処理場の消化汚泥に

含まれる重金属濃度と汚泥農地還元の基準
（mg／l、射出彫物）

消 化 汚 泥
西 ト イ ツ に お け る 下 水 膏 泥 の 農 業 利

用 に 関 す る 基 峯 （1 9 8 3 年 4 月 1 日 か ら ）

鉛 1 2 0 0

カ ト ミ ウ ム 1 6 2 0

ク　 ロ　 ム 1 2 0 0

銅 1 0 0 0 1 2 0 （〕

ニ ． ノ　ケ ノし 2 0 0

水　　　 鉛 1 3 2 5

亜　　　 鉛 2 5 （〕0 3 0 0 0

化タこ／ク10槽で消化される（亨削ヒ温度34・5℃〕。

鵬次消化20日間、二次消化5日間の計25日消化が行

われ、1日当たり6万1290‡戎の消化ガスが得られる。

才削ヒタこ／クほ円筒形・亀甲形などが一般的であるが、

この処理場で使用している消化タンクはヨーロッパ、

掛こ西ドイツで多く採用される卵形のもので、数々の

有利な点が指摘されている。我が国でもここ数年来、

積極的な技術導入が行われており、横浜市でこの方式

を採用することになったようである。

卵形消化タンクの従来形に比べて有利な点として次

のことがあげられている。

①消化槽上部が狭く水面横が小さいためスカムの発生

面積が少なく、また、スカムの取り出しが容易である。

②形状からして折れ点が全くなく、小さなエネルギー

で十分に撹拝でき、また、デッドスペースができにく

いため撹拝効率が非常に良い。

③消化槽下部の角度が900　前後と急なため砂分が集ま

り易く、汚泥中にかなり含まれる細砂の沈殿を除去す

るのが容易である。

④梢造体として優れ、大形化が図れる。

⑤単位面積当たりの表面積が小さいので熱損失が少い。

1983年の消化ガスによる発電量ほ2750ノラkWh／年で

あったが、処理場消費電力3760方kWh／年をまかなう

ことはできないため、発電施設をディーゼル機関から

ガスタービンに変更して処理場必要電力の全てをまか

なえるようにする計画がある。

4・2　ハンブルグ水道局

ハンブルグの水道・ガス・電気の供給ほ法律l二、民

間の会社によって運営されるが、I旨が会社の株を多く

所有している。水道も有限会社覿織で運営されるが、

市が100％の株をもっている。ハンブルグ市と周辺の

約200万人に水道を供給しており、プールの経営も

行っている。

今回訪問した管理センターは歴史的に重要なところ

で、18胡年ローマ水道の伝統を受けつぎハンブルグの

水道が始まったところである。

4・2・1　水源

底道水源とLて、初めはェルべの河川水をとり、24

時間貯留し濾過なLで使用Lていた。そのため、伝染

病が多発L、特に1892年にほコレラの集団発生があり

8000人以上が死亡Lたという。この時、アルトナ地区

でほ濾過器を使用Lていたためコレラの発生がなかっ

たことから、埴過器が取り付けられるようになった。

今世紀になり、エルベ川の汚染がひどくなったため

に、地下水の使用が始まり、現在まで続いている。

LかLながら、エルべの汚濁が激Lくなると共に地

‾F‾水が嫌気状態となり、鉄・マンガンが溶出Lてくる

ためその除去が大きな問題で、今ほ高速埴過装置を使

用している。これほ、酸素の注入を行ってから砂濾過

して鉄とマンガンを除去する簡単なものである。

地下水ほ400の井戸から汲み上げられ、20の浄水場

から5万血以上の水道管で供給される。年間の給水量

ほ1億5000万出あり、給水はコンピュータ制御されて

いる。水道料金ほ12マルク79ペニヒ／誠に排水料金と

して2マルクを加えたものである。

他方、工業用水は工場が自給自足で行っており、

－197－



撃讐

欧州諸国の廃棄物処理等の事情について

工場）の埋立地でダイオキシンが検出され大さわぎに

なったが地下水には検出されなかった。また、トリハ

ロメタンで問題となっている井戸が1か所あり、ここ

でほ塩素滅菌処理しており夏にほ25〃g／g位となる0

他ほ密閉した装置に貯永して、外部から有害物が混入

するのを防いでいるため塩素ほ使用されず、トリノ＼ロ

メタンの問題はない。西ドイツにほトリハロメタンに

っいての水道基準ほないが、飲料水で25〃g／g以下に

するように指導している。井戸水を原水としているた

め、通常トリノ、ロメタンほ3〃g／～位のようである0

なお、今後の水道の重要な課題として地下水の有焼

物汚染対策に重要な関心を示しており、現在、研究施

設を建設中とのことであった。

ハンブルグ水道局で今、問題となっているものとし

て次の4点があげられていた。

①エルベ川は有害物質による汚染がひどく、このた

め、エルベ川に近い地下水の貯留槽が汚染される

危険性が高い。

②産業廃棄物処分場からの地下水汚染ボ心配である0

掛こ、規制がなかった当時には危険な産業廃棄物

の投棄があったものと考えられている0

③地下500m以下にある地下水には下の岩塩の層か

らの塩が入っており、地下水の流れによる塩分の

混入の恐れが高い井戸が40％位ある0　　　一

④地下水の汲み上研こよる地盤沈下一植物影響に対

する市民運動があり、汲み上げ量を少なくするよ

う要求Lている。

このような問題に対処するため、エルベ川の水汚染

を少なくするよう働きかけてほいるが政治的な問題で

もあり、その対策に苦慮Lている0また、市民への広

報活動を活発に行い、水道料金の値下げや市民運動団

体への説明なども行っているQ

4・2・3　汚泥処理

汚泥ほ圧縮かたまりとLて埋め立てていたが、産業

廃棄物の汚泥と同じようにみえるために周辺住民の反

対にあい、今は場内処理している0

この上永汚泥は、生石灰を多く含むため酸性土壌の

改良に有効であり、また含有鉄分はかたい土壌を柔く

する効果がある等、農地還元するのに最適である0そ

のため、現在タリンカーにする装置を開発していると

ころであった。

また、この汚泥を焼却したものは石灰分を多く含む

ため下水処理に使用できると考えられ、実用化をめぎ

して実験しているが、解決までには2～3年かかると

いう話であった。

5　フィレンツェ（イタリ7）

フィレンツェほ、人口64万人の北イタリア●　t㌧ス

ヵーナ地方の、ルネサンス文化発祥の地として知られ

る、歴史的に著名な主要都市である0落ち着いた、古

い、風光の優れた街で多くの建築・美術品があり、日

本の京都・岐阜とは姉妹都市となっている0

5・1ラルデレロ地熱発電所

石油危機から後、エネルギー源の多様化が強く叫ば

れ、第4のエネルギーとしてまたクリーソエネルギー

として、地熱が大きくクローズアップされてきている0

世界最初の地熱発電所として知られるラルデレロは、

ローマの北西300血、フィレンツェの南約80加の位置

にある。ラルデレロが地熱地帯として認められたのは

紀元3世紀頃といわれる01818年、ラルデレロ卿に

ょって噴気中に含まれるほう酸を利用した化学工場が

作られてから、この地ほ彼の名にちなんでラルデレロ

と呼ばれるようになった。

1913年には初めて蒸気タービンによる250kWの発

電が行われるようになり、現在では190MWに及んで

いる。イタリアでは全発電量の＝％を地熱発電に依

存しているそうである。

地熱発電ほ、地中深くにあるマグマによって熟せら

れた高温の天然蒸気を、ポーリング（坑井〕によって

地表に取り出L、蒸気タービンを回転させることによ

り電気を発生させるものであるロ

エネルギー資源と環境問題との関連から、米国や国

連などでも地熱エネルギーの利用が提唱されており－

技術開発が急速に進展Lている（表6〕q

世界　地熱発電蓑 6　 世 界 の 鞄 禦 発 電

出　 力 （M W ）
主 な 地点

既　 設 建設（計画沖

イ タ リア 4 20 ．6 ラ ルテ レロ，モ ンチ ア 三ア タ

ニュー／－ラバ 20 2 1 2 0 ワ イ ラ ケ イ

ア メ リ カ 41 3 1 10 ガイ ザ岬　　　　　 ＿＿＿ゝ」「⊥一l＋ト

日　　 本 12 0 20 0

馴 （岩引 大岳（岩手），鬼日（呂軌

大沼（軟凱 八丁酎 大分），葛耶 （岩手）

7 イスラント 1 7 3 へ ンキ イル

メ斗二ご　コ 78　5 2 9 5
パ セ ， メ キ ン カ リ

一乍‾ン′

ソ 、車 113 3 30
バ ウジェ ックー南カムチャ ッカ

コ＿
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5・2　環境問題

発生蒸気中の化学物質は、水（950g／短）、二酸化炭

素（48g／短）、硫化水素（054g／短）、メタン（053

g／短）、ホウ酸（022g／短）、アンモニア（Oi5g／短）

等である。

ラルデレロでほ大量の温排水の問題ほなく、冷却塔

から排出されるガスと、生成する凝縮水が環境問掛こ

関係するものである。しかし、凝縮水ほ湧水力の減退

した∬戸などを使って地Fに再注入し、還元するため

問題ほなく、これによりかえって蒸気滞留槽に水を補

給することになると共に地盤沈卜を軽減する効果も期

待できるとしている。

また、まれに発生するラドン（222R□）の放旧につい

てほ硯弟∴年封こ問題となっておらず、もし発生しても

この核種が比較的短ノf命のためド円鼠期38口）地下再

注入による還ノ已で解決すると考えている。

6　ローマ（イタリ7）

ローマはチベル川に沿う、イタリアの首都である。

市内には名所旧跡が多く、コロセウム・ノペソテオソ。

カラカラ大浴場などの遺跡や歴史的な建造物、美術品

がありまたバチカソ市国があることでも有名である。

6・1　ローマ市都市ごみ再資源化工場

ローて市ほ人口291万人で、一般家庭廃棄物■公共

市場・街路廃棄物等とLて1日約2000七のごみ排出量

がある。これら廃棄物ほ東西南北の4地区にあるごみ

処理場で処分される。

今回、訪問Lた施設はごみの再利用施設と堆肥化処

理施設が隣接Lて設けられているところであった。

ローマ市では、ごみの収集・運搬はすべて市の清掃

局が行う。ごみ処理ほローマ市が作った処理施設で民

間会社が行うことになっており、ローマ市66％、残り

を民間という割合で管理している。

また、ローマ市でごみ再生利用にふみ出みた理由と

Lて、廃棄物中に含まれる紙類〔18％〕と厨芥等の有

機物（50％）の含有率が高いことがあげられていた。

6■1。1　ごみ再利用施設

1日約1000七のごみ処理能力をもつ。搬入ピットに

入ったごみは、重さ・もろさi電磁性・柔軟性・弾力

性などの物理特性や形状・大きさの違いを利用した自

動選別機で選別され、電気冷蔵庫のような粗大ごみや

引きさかれたプラスチックバック等が除去さ九る。次

いで蒸気消毒、重力・風力による分離（石など〕、ドラ

ムスクリーソによる分離、磁気分離が行われ、最終的

にほパルパーに送られる。パルパーの中のタンクにほ

ごみと水とを入れ、撹拝磯で破砕・混合して沈降・浮

上分離を行い、浮上するプラスチック類、沈降する厨

芥類、中間の紙類とに分別する。

分別されたプラスチック類ほ、洗浄・粉砕・熱処理

され顆粒状にして出荷され、廃棄物収集用のバッグに

加－［二される場合が多い。

野菜・果物・残飯等の厨芥類ほ、洗浄・粗雑無機物

の除去・滅菌・乾燥（含水率6～8％）・微細無機物

除去・粉砕・ペレット化されたのち袋づめされ、動物

飼料として牧畜業老に売却される。この飼料ほ栄養価

がコーンミールの70％にも相当し、14～17％の蛋白質

と7～9％の脂肪を含む。品質も一定しており、衛生

学的・獣医学的にも問題がないものである。

絶類は圧縮脱水・殺菌後、含水率60％の紙パルプと

して厚紙・包装紙・梱包厚紙等の原料となる。紙パル

プの品質ほ季節変動も少なく一定であるが、再生紙パ

ルプをどのようにして品質向上させるかが大きな課題

となっている（プラスチック・金属・接着剤・ワックスt

油脂・インク等の除去方法）。

電磁石により選別された鉄ほ150kgの銑鉄のかたま

りに加工されて出荷され、鉄筋コソクリートに使用す

る鉄線とLて主に使用される。

再利用不能物、紙パルプ洗浄工程や動物飼料プロセ

スで分離除去された不純物などほ焼却プロセスにまわ

される。LかL、不燃物や含永率の高い右横物、発腰

量の高いプラスチック等が除去されているため、通常

のごみ焼却に比べて有利な条件で運転でき、安定Lた

熱的条件を生みだすといわれている。

焼却灰・粗大ごみ・街路廃棄物ほ埋立処分される

（呂Ocm～1Inの廃棄物層につき30皿の覆土〕。

6・卜2　ごみ嘩肥化施設

搬入ごみほホッパからベルトコンベヤに移され、粗

雑物除去後、直接トロ：／メル（回転発酵槽〕に送入さ

れる。トロソメルほ長さ27m、直径3mのロータリー

キルン様のもので、24基あり、1日50七の処理をして

いる（図4）。鉄製ドラムがローラーに乗って昼夜連

続してゆっくり回転している。

このトロソメルほ入口側から出口側に10q　前後の勾

配があるため、ごみほ回転により混合されながら、ま

たごみ相互の摩擦等により破砕されながら出口側へと

移動する。ごみほ速やかに発酵して60～65℃となり分

－200－



喝軍

欧州諸国の廃棄物処理等の事情について

搬出コンベア

図4　ローマ市都市ごみ堆肥化施設の†ロソメル

解・減量化・安定化する0トロソメルのごみの滞留時

間は72時間である。

発酵後のコソボストほふるいにかけられ、堆肥と金

属・陶器・ガラス■木片・繊維・プラスチックに分け、

さらに硬度による分離器（傾斜した鉄板上に少Lずつ

落してやり、落下時の衝撃ではね飛ぶ距離が違うこと

を利用し、距離別におのおのをホッパに受けて分離す

る〕により分離する。堆肥は養生室へ送り込まれ約2

週間養生される。

最後に熱風乾燥・殺菌を行い、台東率10％のペレッ

トとLて農家に売却される。ペレットにLたことによ

り、貯蔵・悪臭i運搬などの問題が解決されたという。

7　パリ（フランス）

7・1イヴ1」一都市ごみ焼却場

パリ市は人口250万人、年間およそ150万トンのごみ

を排出する。パリ市のごみ質は紙操（42％〕－プラス

チック類（8′、、ノ9％），植物性ごみ（15％〕，と紙聾が

多くなっており、これはパリに本社を持つ会社が多い

ため絶類の占める割合が高くなっているもので、焼却

熱の再利用を可能にしている0

30年前頃は植物性ごみとガラス類が多く含まれてい

たため高速堆肥化していたが、ごみ質が変化するにつ

れ堆肥化ができなくなり投棄埋立してきた8近年、パ

リ郊外への人口流入が激しくなるにつれ、埋立地周辺

での環境問題をめぐって投棄への反対が大きくなり、

現在はごみのはとんどを焼却している0

これらごみの処理ほフランス電力公社（EDF）の都

市廃棄物産業処理局（TIRU）が行っている。TIRUほ

サントワン、イッシィームリノ、イヴリー、ロマソ

ゲィル（現在ほ中継基地として使用）の4つの処理工

場をもっている。

また、パリほ清掃工場の焼却排熱を地域暖房に合理

的に利用している都市として有名で、パリ市とEDFの

共同出資会社である「パリ市熱供給公社（CPCU〕が

1950年来、熱供給を行っている□∈PCUによる熱供給

ほ、3か所のごみ焼却場と7か所のCPCU工場で生産

する蒸気を使用Lて行われており、その供給網はパリ

市全域に及び、配管ほ300血にも達Lている0

パリ市における都市ごみ有効利用ほ次のようになっ

ている。

①TIRUのごみ焼却場からは、直接、蒸気の形で

cpcuとサントワンにあるASTHOM工場に送ら

れる（約600円／七〕。

②回収電力のうち余剰分ほEDFの電力網に送られ

る（3円／1kW）。

③焼却後の固形廃棄物〔スラグ〕は焼却量の約30％

を占めるが、主とLて道路基盤材とLて用いられ

④くず鉄はスラグから磁気選別器で選別分離され－

回収くず鉄として売却されるロ

⑤フライアッシュは採石跡地の緑地保全のため、跡

地を埋めることに使用される0
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表7　パリ市のごみ処理事業（1983年）

受

パ リ市 1067238t

パ リ市以外 793797t
ノし
∈ヨ日 産業展葉物 97187t

合　　　 計 1958222t

処
理

焼

却

サ ン トワン焼却場 403779t

イソシレム 】j ノー焼却場 562462t

処
分
∈ヨ田

イウ リー焼却場 748456t

小　　　 計 17 14697t

埋　　　 立 229648t

売

却

量

ノヨ予（粗 E イソシレム リノ、一塊却場 31504M W b

D
F

′ノへメ」－J

イウ リ一塊却場 88016M W b

合　　　 計 119520M W b

戎乞

′＿■ヌ＼

サ ン トワン焼却場・C P C U へ 551865t

A L S T H O M へ 39845t

イッシレム リノー焼却場 ・CPCUへ 928700t

イウ リ一塊却場 ・C P C U へ 1252467t

合　　　 計 2772877t

ス

ラ

ク

サ ン トワン焼却場 59457t

イソシレム Ij ノー焼却場 109772t

イウ リ一塊却場 189379t

合　　　 計 358608t

ロ

す

鉄

焼却灰か lィソシレムリノー焼却場 12819t

らの回収　 イウ Ij－焼却場 11990t

岨大ごみからの回収 2679t

合　　　 計 27488t

表8　イヴリーごみ焼却場の運転実績（1983年〕

処理廃棄物量

焼却　量

電気売却量（EDFへ）

蒸気売却量（20bars，230℃）

スラク売却量

くす鋲売却量

焼却コスト

757910t

748456t

88016MW■h

1252467tをCPCUへ

189379t

l1990t

38フラン（約2400円）／t

EDFの運転実蹟（1983年〕を表7に示Lた。

7・ト1　イヴリーごみ焼却場の概要

イヴリーごみ焼却場における1983年の事業成績を蓑

8に、工場設備等について蓑9に示した。

投入ごみは平均35％の水分を含んでいる。燃焼ゾー

ン出口温度ほ900～950℃で制御され、ボイラー出口温

度ほ250℃となっている。CPCUへほ15～20bars（280

℃）で抽気蒸気が送られ、送気能力ほ時間当たり150

表9　イヴリーごみ焼却場の工場設備等

投　 入　 ケ　ー ト 8．5m G L ，12ケー ト

ごみ ピソ ト 9000rnj，（24台のこみ運搬車か同時

にピッ トに入れることかできる。）

焼却炉（2 基 ） M A R T IN 型式

焼却能力　 2400t／ 日

ごみ発熱量 1250～2500E cal／kg

1 時間当た り焼却量 ；

2500E cai／kgのこみの場合　 40 t

2000K cal／kgのごみの場合　 50t

ホイラー（2 基 ） ボイラ能力　 126t／時間

ボイラスチーム条件　 96bars，470℃

ター ビン 3 段抽気復水 タービン

蒸気 条件　 7 5bars，470℃

蒸気 負荷　 255t／時間

ジェネレー ター 出力　 64M W ，3000rpm

灰 ピッ ト 6000m J

電気集しん機（2基） 95％除去

煙突 100m H （17m ／ 秒排出，最 大29m ／秒）

七である。フランスにおける都市ごみの焼却でほ、脱

臭効果をあげるために炉内の燃焼ガス温度750℃以上、

2秒以上の滞留が義務づけられている。

日本で問題となっている廃乾電池については、パリ

では民間の企業が特別に回収Lているためこの焼却場

でほ問題となっていない。また、煙・灰中にダイオキ

シンが検出されたことがあるが、今ほ検出されていな

い。

ごみの分別収集に関Lては家庭レベル、工場レベル

とも実施Lていない。それほ－　工串で分別するとコト

スが高くなるため、焼却後に鉄を分別する方が合理的

であると考えているためである。

ピソ顆の回収ほパリ地区では別に、回収されており、

パリから南へ13血のランジスの処理工場で処理されて

いる。

しかL、1983年からはブルゴーニュのワインのどソ

ほ生産地へ送られ再利用されるようになった。

プラスチックに開Lてほ、現在、含有率が横ばいの

ためこれ以上悪くなることはないと考えられている。

炉内温度が1000℃以上に上った場合は空気を多量に送

り込んで調整するようになっており、これほ1000℃以

上になると炉内に付着物がつくとともに効率が下がる

ため、その防止策としてとられている処置である。

焼却による大気汚染の問題については、化学物質の
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排出を減らすよう努力しているが、ECの段階での規

制が必要であるとしている。特に、中央ヨーーlコッパで

ほ塩化水素などの問題が多くなってきており、大気汚

染への関心が高くなっている。この工場でもいろいろ

な除去装置の取り付けほ可能であるが、これにより処

理費用がトン当たり2倍近くになるため、今はため

らっている状態である。したがって、住民の負担でほ

重すぎるため国や県・市がこれらの投資をバックアッ

プしなけれは無理だろうと話していた0

芸術の国といわれるフランスの工場だけあって、工

業美容（産業美容）に関するノウハウの蓄積が大きく、

これからは周辺の美観をこわさないよう工場の外観等

により一層配慮する必要から、建設費の増大を予想し

ている。

8　ロンドン（イギリス）

テームズ川に象徴されるロソドンは、歴史と伝統が

生きつづけるイギリスの首都である0また、イギリス

は「大ブリテン及び北アイルランド連合王国」といわ

れ、イングラントウェールズ・スコットラソド・北

アイルラソドからなる。

8・1　テームズ水培関

1973年、水法（WaterAct）が成立L、これによりイ

ングランドとウェールズにおける河川管理、水道事業、

下水道及び下水処理等を10の水機関（WaterAuthoriT

ty〕で行うことになった0すなわち、一つの水機関が

水の保全と水道供給∴F水道及び下水処理、水質汚濁

の制乱洪水防止、レクリェイショソ、漁業、内陸航

行等に関する一切の責任を負うことになったq

我が国でほ、水東関発、河川管凰泉質保全などほ

それぞれ別個の機関が担当しており、利水の歴史的背

景があるために水力発乱農業用水などの既得利権老

の発言が極めて強く、イギリスの水棲関のように水に

関して一切の管理運営を行うことほ不可脚こ近いだろ

う。

テームズ水機関ほ1974年に発足し、首都ロンドンを

受け持つ最大規模のものであり、対象面熟ま‡3万隠

居住人ロは1200万人である0また、職員数は1974年当

初ほ1万2000名もいたが、現在ほ9800名と減ってきたQ

発足当初ほ半官半民の形で運営されていたが、1983年

10月に国有化が決定され現在ほ環境省に属している0

8・卜1水道水源

テームズ水棲関の水道水源ほ、テームズ川（48・8％）、

リー川（9．8％〕、地下水（4L4％）となっており、地下

水の利用が極めて大きい。地下水は硬度が300曙／～以

上あり、これにより水道水中の硬度が高いことが特徴

的である。

8・ト2　水道供給

給水人口は1200万人で、日平均給水量ほ約363万由

となっており、1人1日当たりの平均給水量ほ約300g

である。

水道の供給ほ、河川を水源とした場合、日平均給水

量の7日分以上を原水貯水池に確保し、この貯水池で

浮遊物質の沈殿、細菌頼を死滅させてから浄水場に移

し浄水処理をする。また、この貯水池はヨット競技や

釣りなど市民のレクリェーショソの場としても利用さ

れている。浄水場でほ、粗砂・マイクロストレーナ‾

等を用いて一次濾過し、次いで緩速濾過により二次濾

過を行う2段濾過方式で浄水処理をする。濾過水ほ直

ちに塩素混和他に送られ塩素消毒され、配水池に貯留

される。

特に注意すべきは下水処理水を還元して水道水に使

用していることである。下水処理場で最高度に処理さ

れた処理放流水を、渓谷の乾燥した多孔質の地表にめ

ぐらした水路網に通し、この地質を透過させて地下水

を保存、利用している。この下水処理水の水道水への

混合割合は平均11％、最大で33％にも達している0

呂・卜3　水質保全

テームズ水棲関は河川への排水規制を行っている0

規制項目は水温tpH・酸㍉重金属などであるが、我が

国にように規制値を全般的にあてはめる方法でほなく、

個々の排出源との協議によって具体的な項目と規制値

を決定するやり方をとっているo Lたがって、場所に

ょり排出源の実態に応じて規制値ほ異なっている0

下水処理場放流水の水質規制ほ、国の基準では

BOD20ppm、SS30ppmであるが、テpムズ川の場合、

最も厳しいものでBOD7ppm、SS7ppm、アソモニア

態窒素5ppm以下になっている0

公共下水道への受入れ基準についても法令による一

般的な基準はなく、処理場別の協議による基準となっ

また、12年前まではテームズ川の汚染がひどくウナ

ギしか棲息しなかったが、今では取水口で魚が沢山と

れるようになり、昨年はサケが帰ってきたと喜んでい

た（図5）。
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Increasein fish speciesin Thames

between Kew and Gravesend（1964肋1982）

8・2　ベクトン下水処理場

この処理場ほロンドン市の東、テームズ川の北岸に

ありイギリス国内だけでなく、ヨーロッパでも最大の

下水処理場である（蓑10）。

ロンドンでほ16世紀に下水道の始まりをみることが

できる。18世紀にほ有蓋化が行われるようになったが、

当時の下水は無処理で満潮時にテ【ムズ川へ放流する

ものであった。これにより、‾‾F水やL尿による河川の

汚濁が進行したため、1860年代に北部及び南部の放流

渠を設け、汚水をすべて市の下流まで運んで放流する

ようになった。しかし、下流域における汚濁が激しく

なったために、北部放流粟では沈殿池を設けて沈殿処

理を行うようになり、これがイギリスでの最初の下水

処理となった（今回訪問したべクトン処理場の始まり

である）。沈殿した汚泥ほ高架貯留タンクにポンプ

アップされ、汚泥運搬船で放流口より約96加沖合の北

海へ投棄された。

1930年代には活性汚泥法の処理施設が建設され、そ

の後、前処理、汚泥処理、ガス発電等の導入が行われ

今日に至っている。現在でほロンドン市に15の処理場

が完備L、また普及率ほ100％となっている。

1974年4月からはテームズ水鏡関の外局となった。

処理面箭ほ300k虚、処理人口2朝方人、処理水量986

千戒／日（最大2700干戒／日）で、処理場面積ほ70baで

ある。流入下水ほ一般家庭排水が約90％、残り10％が

工場排水であり、下水排除方式は合流式で、処理区内

の下水ほ自然流下で集まり、4か所のポンプ場から処

理場へ送られる。

放流水質基準は、SSlOppm、BOD7ppm、アンモニ

ア態窒素05ppm以下となっている。

処理場の平面配置図を図6に、また下水処理と汚泥

処理のフローを図7に示した。
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表10　べクーソ下水処理場の運転実蹟

GENERAL藍全般ヨ

Averageflow（平均流入量）

Fl。WtOfulltreatment（全処理度量）

MaxlmumrateOfflow（最大虎量）

Annualrainfall（年間雨量）

pRIMARYSEDIMENTATIONPLANTK最初沈殿7Qラン

Suspendedsolids（浮遊物質）

BOD

COD

AmmonlaCalnitrogen（7ンモニア態窒素）

OrganlCnitrogen（有機態窒素）

DetentlOn（滞留時間）

Surfaceloading（表面積負荷）

T。talcrudesludgeremoved（全生汚泥除去量）

T。tals。1idcontentsofsludge（汚泥中の全固形分量）

AERATIONPLANT匠エアレーションプラントB

986，000mソday

As above

2，700，000m3／day（600mgd）

531mm＝20．9inches

トヨ

Sewage

238mg／1

166mg／1

397mg／1

18．8mg／1

11．9mg／1

3．Ohours

26m3／m2／day

7，570tonnes／day

28％＠73．5％VM

BOD（＋ATU）

Suspendedsolids（音遊物質）

Ammoniacalnitrogen（アンモニ7態窒素）

OxldlSednitrogen（硝酸性窒素）

OrganlCnltrOgen（有機態窒素）

COD

DetentlOntime（滞留時間）

MLSS

Returnedsludgeflow（返送汚泥牢）

AlrSupply（空気供給量）

Sludgeage（汚泥冒令）

Sludgeloadlng（汚泥負荷）

DetentionmFSTs（最終沈殿庖の滞留時間）

SuTfaceloadinglnFSTs（′′表面積負荷）

SuTplusactivatedsludge（余剰癌性汚汚泥）

EffectlVeOXygenloadonriver（河川に対する有効酸素負荷）

sLUDGEDIGESTIONPLANT虹乳児消化プラント召

ThickenedsludgelnPut（凰縮汚泥庶人量）

Theoreticalloadlng（理論負荷）

TheoretlCaldetentlOn（理論滞留日数）

crudesludgefromPSTs（最初沈殿飽からの生汚泥）

Thickenedcrudesludge（濃縮生汚泥）

DlgeStedsludge（消化汚泥）

GasproductlOn（カス生成量）

MethanecontentOfsludgegas（消化力ス中のメタン感度）

SLUDGEDISPOSAL蛋汚泥処分ヨ

T。talsludgetosea（全庖洋処分消化汚泥量）

SludgerecelVedfromDeepharnsSTW

SludgereceivedfromRlVerSldeSTW

－205一

Settledsewage

83mg／1

89mg／1

197mg／1

19．9mg／1

7．1mg／l

FinalEffluent（最終処理水）

7mg／1

9mg／1

2．1mg／1

12．7mg／1

1．6mg／1

38mg／1

5．6bours

3，140皿g／1

58％

85v／v

8．9days

O，13kgBOD／kgMLSS／day

3．9hours

24mゾmソday

8，160tonnes／day＠0・72％solids

28tonnes／day

5，010tonnes／day

l，07kgVM／m3／day

24days

2．6％solids＠74．5％VM

34％solids＠75．1％VM

2．2％solids＠64．6％VM

85，000m3／day

66．5％

8，400tonnes／day＠2．2％solids

l，130tonnes／day＠2■1％solids

782tonnes／day＠2．0％solids
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図6　べク†、ソ下水処理場の平面配置図
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因7　べクトン下水処理場の処理フロー

8・2・1　下水処理

流入下水ほ5木の下水道管から沈砂池へ入り、沈砂

の後スクリーン処理される。次いでエアレーション水

路を通って横流式の最初沈殿他に流入する0ここで沈

殿Lた汚泥は電動式レール走行スクレーパによって集

泥され、一次消化タンクへ圧送される。

下水はさらにエアレーションタンクでディフユ

ザ．ドームによる全面エアレーションが行われた後、

円形の最終沈殿鞄へ送られて沈泥軌テームズ川に放

流される。最終沈殿汚泥ほ電動式スクレーパにより集

泥され、返送汚泥とLてエアレtショソタソクに圧送

される。

沈砂地から排出される砂量ほ3万東／年で場内埋立

されている。最初沈殿地では、下永ほ抱3■5時間沈殿さ

れSSの約70％、BODの50％が除去されるo　エアレM

ショソほ5．4時間である。また、最終沈殿他でほ34時

間沈殿が行われ、余剰汚泥ほプリエアレーション水路

の人口側で下水中に返される。

8－2・2　汚泥処理

濃縮タ∵ノクに圧送されてきた最初沈殿抱からの引抜

汚泥は、濃縮されてから消化タンクで約34℃、4週間

消化される。消化汚泥ほ汚泥貯留タンクへ移され、こ

こでデーハム及びリバーサイド下水処理場からの消化

汚泥と一緒になり、処理場から約96kmはなれた北海に

海洋投棄される（図8）。

消化タンク内の脱離液はスクリーンの上流にもどさ

囲呂　ベタトン下水処理場消化汚泥の海洋投棄

れる。消化ガスの発生量は1日当たり呂万5008‡讃あり、

ガスタービン用燃料とLて使用される。これにより、

処理場使用電力の約60％が自給できる。

消化汚泥の発生量ほ1日当たり8400t－あり、これと

デーハム下水処理披からの1130七とリバーサイド下水

処理場から圧送されてくる782七を、2200トン級4隻、

2700トン級1隻の計5隻の汚泥運搬船で1凱朝■夕

各王回の割合で海洋投棄している。

海洋投棄される海域ほ、環境省により定期的に調査

されるはか、農業漁業省によっても魚寮中の重金属濃

度の監視が行われている。

ところで、べクトン下水処理場ほ汚泥と海洋投棄処

分しているが、ロンドン全般では、発生した汚泥の
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70％が海洋投棄され、残り30％は農地還元されている。

農地還元する場合の重金属許容濃度としてほ、汚泥

を農地に投入・混合してから、土壌中の亜鉛相当濃度

（亜鉛・鋼・ニッケルの含有量を示す値）が250ppm

を超えないことという規定がある。これは、土壌中の

重金属濃度を植物毒性と関連づけた指標であり、作物

の生育に悪影響を及ぼし易い金属として亜鉛・銅・

ニッケルを考え、銅ほ亜鉛の2倍の、また、ニッケル

ほ亜鉛の8倍の毒性を有するものとして、次のように

汚泥中の亜鉛相当濃度を定めた。

亜鉛相当濃度＝亜鉛濃度十（2×鋼濃度）＋（8×ニッケル濃度）
（ppm）（ppm）　（ppm）　　　　（ppm）

農地還元する場合の最大亜鉛相当濃度を示した基準

を表11にあげた。英国では、PH65以上の畑、PH6以

上の牧草地において亜鉛相当重量の合計が560kg／haに

達するまで、作物の影響はないと考えられている。

蓑11汚泥を農地還元する場合の最大亜鉛相当濃度

（英国）

投 棄 回 数

投　　 棄　　 量　 （固 形 物 t ）

5 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

毎　 年 1 5 1 0 7 5 0 3 7 0 2 5 0 1 9 0 1 5 0

2 年 毎 3 0 2 0 1 5 1 0 7 5 0 5 0 0 3 8 0 3 0 0

3 年 毎 4 5 3 0 2 2 6 0 1 1 1 0 7 5 0 5 7 0 4 5 0

4 年 毎 6 0 4 0 3 0 2 0 1 5 1 0 1 0 1 0 7 5 0 6 0 0

5 年 毎 7 5 5 0 3 7 7 0 1 8 8 0 1 2 6 0 9 4 0 7 5 0

蓑12　英国での農地還元のための汚泥投入許容量

未汚染土壌の場 合（喝／旦） 許 容 最 大 蓄積 量 （kg／ha）

亜 鉛 2 5 a） 56 0

銅 5a） 28 0

ニ ッケ ル 1a） 70

亜 鉛 相 当 20 ．5a） 56 0

ホ ウ素b） ロ 4，5（初年），3 5（次年から）

クロム 100 1 0 0 0

カ ド ミウ ム ロ 5

鉛 50 1 0 0 0

水 銀 ＜0 ．1 2

モ リブ テ、ン 2 4

ヒ素 5 10

フ ッ素 亡） 200 6 0 0

セ レ ン 0　5 5

（注）a）はEDTA可膚金属量1b）は熱水可溶量，C）は溶融法

の値で，他は強酸可溶性の金属の値である。

また、汚泥に含まれるカドミウム・鉛書水銀などの

有害金属の投入施用限界量があり（蓑12）、さらに、

ECでも限界値を提案している（蓑13）。

蓑13　ECで提案している農地還元汚泥の許容金属含

有量（畷／短乾物）

汚　　 才尼 土　　 壌
施 用 の年間投 入量

（kg／ha）

規 制 値 推 奨 値 規 制 値 推 奨 値 規 制 値 推 奨 値

カトミウム 4 0 20 3 ロ 0 ．15 0 ．10

銅 1 50 0 100 0 10 0 50 1 2 10

ニ ソ ケ ル 4 0 0 30 0 5 0 30 3 2

亜 鉛 30 0 0 250 0 30 0 1 50 30 2 5

鉛 10 0 0 7 50 10 0 50 1 5 10

ク ロム 7 50 50 10

水 銀 16 2 0　40

ヒ素 20 0 ．35

9　ぁわりに

都市ごみの処理処分については、ローマ市都市ごみ

再資源化工場とバリー市イヴリーごみ焼却場を見学す

ることができた。都市ごみの有効利用ほ、焼却による

熱エネルギーの回収と、再利用再資源化を中心とLた

物質の回収とに大別される。バリー市では熱エネル

ギーの回収を、ローマ市でほ物質の回収を積極的に

行っている。すべてごみ質とうまくマッチLた有効利

用方法をとっており、バリー市の地域暖房は世界的に

有名となっている。さらに、回収物と需要との関係も

うまくいっており、ごみ質■回収物・需要・流通など

の問題をからめた有効利用方法をとることがいかに大

切であるかを痛感した。

また、ヨーロ．ッパでほ、これから焼却場などの大気

汚染の問題が大きくなるように感じられた。

イヴリー焼却場の人達が話Lていた、いわゆる迷惑

施設の、外観などについての工業美容〔産業業容）と

いうことが特に印象に残った。

下水処理場を訪問してみて、どこも広大な敷地に大

規模な施設を持っていることと、嫌気性消化ガス発電

を行って処理場必要電力の相当量を自給していること

が目についた。西ドイツのケールプラントへフト下水

処理串と、イギリスのベクーソ下水処三哩場を見学した

が、西ドイツでほ卵型の消化タンクの有用性に、また

イギリスでほ消化汚泥の海洋投棄に、特に興味をひか
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欧州諸国の廃棄物処理等の事情について

れるものがあった。

水道に関Lてほ、ヨーロッパでは地下水を水源とし

ているところが多いことと、河川の汚濁や有機塩素化

合物等による地下水源の汚濁がやほり問題となってい

ることなどが印象に残るものであった。
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